
 

 

 



阪神開催の神戸新聞杯は、前走ダービー組が圧倒的優勢で、 

ほぼ全ての年でスローペースからの瞬発力勝負になります。 

 

今年は特に前で引っ張るタイプがおらず 

スローペースの瞬発戦が濃厚です。 

 

ただし、安定的に先行するタイプは５頭しか居らず、 

古馬の２勝クラス１２００ｍ戦でも上り３３秒台が出る軽い馬場。 

 

こういう時は、世間の常識に逆らって 

前残りの可能性を探る方向で馬券を検討したいと存じまする。 

 

 

◎１１番シーズンリッチ 

父はキングマンボ系ドゥラメンテ。 

母父がハーツクライで、祖母父は持続血統の 

米ＡＰインディ系、曾祖母父も持続血統の米フォーティーナイナー系。 

 

前走のダービーは３番手から追走して０秒４差に踏ん張る大健闘。 

阪神外回りのＧ３毎日杯では、５番手からの競馬で上り３位１着。 

その時２着に退けたノッキングポイントは、次走のダービーで５着に好走し、 

その後は古馬混合重症の新潟記念を快勝しております。 

 



今回のメンバーでは、先行勢５頭の中で唯一の前走ダービー組。 

 

前走と比べ、メンバーレベルが一気に落ちるここなら、 

前で残る可能性は決して低くないと考えております。 

 

 

○１３番ハーツコンチェルト 

前走のダービーはタイム差無しの３着でしたが、 

後方集団からの競馬になってしまった事を挽回するため 

３角手前から足を使い続け、大外を回ったロスが堪えました。 

 

何か一つでも恵まれておれば、 

ダービー馬になっていたかもしれず、 

ダービーで掲示板に載った他の馬が 

ことごとく別路線に向かったここでは実績最上位。 

 

なのに賞金面では２勝馬と同じ１５００万しかなく、 

ここで権利を取れなければ、本馬で除外の可能性があります。 

 

そのため２週前から栗東入りする勝負がかりの１戦で、 

着外は許されない背水の陣。 

 

 



▲３番サトノグランツ 

当レース優勝馬のサトノダイヤモンドが父。 

当コースに勝鞍があり、デビュー戦以外は全て上り３位以内。 

主戦の川田Ｊは、秋以降の成長に期待しているようで今回も継続騎乗。 

 

 

★１番サスツルギ 

欧州色の強い牝系で、古馬になってからやろ？と 

軽視する方向でおりましたが・・・ 

 

あれ？・・・シンコウエルメス牝系って・・・ 

あ！従兄弟に皐月賞馬ディーマジェスティいてはるやん！ 

と、いまさら気が付きました。 

 

デビュー戦から常に上り２位以内で走っており、 

連続して出走出来ていない分、出世が遅れておりますが、 

従兄弟にクラシック活躍馬がいるなら侮れません。 

 

 

注２番ショウナンバシット 

父シルバーステートは、少しパワー寄りの種牡馬ですが、 

母系が米国型ＮＤ系の２段重ねに曾祖母父が米ゴーンウエスト系（ミスプロ系） 

というゴリゴリの持続型米国牝系。スンナリ先行ならば残り目もあるかも知れません。 



 

 

馬券 

馬連 １１－１・２・３・１３ 

馬連 １３－１・２・３ 

ワイドボックス １・２・１１ 

３連複フォーメーション２２点 

１１－１・２・３・１３－印全頭 


